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福祉施策の充実こそ、少子高齢化の日本の未来を切り開き、地域の「活力」と「きずなづくり」の原動力となります

区議会２期８年、福祉現場20年の実績と経験でさらに推進します

自由民主党 港区議会議員

池田こうじ 検 索

区政報告

２０１５年３月29日発行
www.ikeda55.com

福祉ナンバーワン都心「港区」へ！
～都心こそ子育て、都心こそ豊かな老後を～

池田こうじ

平成27年度各会計当初予算額 平成27年度の重点施策
快適な都市機能と地域のにぎわいを創出するための取組・・・・81億3,026万円

子どもの健やかな成長に向けた取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100億9,792万円

高齢者や障害者など、誰もが安心して暮らせるための取組・・・29億2,216万円

平成２７年度予算成立、自民党議員団の要望の多くが実現！

新規・臨時・レベルアップ・地域事業

平成２７年度予算特別委員会における池田こうじの質疑と成果

○確かに港区の子供が増えたのは嬉しいことだが、港区育ちの区民が成人して区外へ転出することについての対応を！→人口動態をさらに調査し、今後の課題とする

○文化は地域を活性化させる。都心こそ文化芸術の振興を！→今後さらに力を入れていく

○多様な悩みに応える区民相談の確立を！２３区で唯一港区だけ実施していない行政書士相談の実施を！→平成２７年度から検討へ

○民生委員・児童委員活動の区民周知のさらなる徹底で活動支援を！→広報誌だけではなく、ケーブルテレビでも特集する方向へ

○民生委員・児童委員の管外研修とメンタルケアの充実を！→方策を検討すると表明

○虐待死で一番多いのは０歳児だ。児童虐待根絶のため、母親の妊娠期からの切れ目のない包括的支援をするべきだ！→港区として庁内一体となり取り組んでいく

○介護家族の支援を強化すべきだ→様々なサービスを組み合わせ取り組んでいく

○障害者とご家族の希望となる就労支援事業の充実を！→既存事業の他、関係機関、民間企業とも連携し取り組んでいく

○ちぃばすを活用した区内周遊ルートの実現を！→早期実現を確約

○「山手線ちぃばす」とも言える各地区総合支所を結ぶ周回ルートの実現を→調査検討すると表明

○ちぃばすのバス停の環境改善を、広告付きの屋根という発想で加速すべき→早期に検討、実施していく

○地域を活性化させる公立学校の同窓会支援を！→新たな課題として認識すると表明

○子供たちの夢と希望という観点におけるオリンピックパラリンピック教育の推進を！→全校で取り組んでいく

○特別支援教育のさらなる充実と推進を！→庁内の組織を横断的に連携し取り組んでいくと表明

○高齢者、家族にとって、もっとわかりやすい介護保険制度の周知を！→様々な方法で検討していくと表明

○南麻布の既存の特別養護老人ホームに隣接して、新たな特別養護老人ホーム、障害者施設などを作ることがやっと決定した。
　この地域は子どもの施設も隣接していて、一大福祉ゾーンとなる。
　港区の誇る奇跡的な都心の福祉タウンとして総体的な連携を図るべきだと要望する。
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池田こうじプロフィール 　　　　　　  昭和39年生。家族 妻・長女・長男。

地域・奉仕活動 

学　歴 港区立青南小、港区立三河台中（現・六本木中）、都立小山台高、同志社大哲学科、卒業。慶應義塾大大学院健康マネジメント
研究科修士課程修了。健マネ三田会会長。

ケアマネージャー、特別養護老人ホーム施設長、児童養護施設・グループホーム運営などの福祉現場経験を政治に活か
すべく、平成19年港区議会初当選。区議会では特別委員会委員長、東京都後期高齢者医療保険連合議会では議長など歴任。

町会副会長、消防団部長、法人会理事、地区委員会理事、ライオンズクラブ、軟野連少年野球チーム顧問、スポーカル少年サッ
カーチームスタッフ、港区トライアスロン連合顧問など。

福祉と政治 

検 索
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町内清掃活動、妻と

成人の日は献血活動

都心こそスポーツ、少年サッ
カースタッフです

六本木交差点、朝の清掃ボランテ
ィアでこれだけのごみが集まります

花植えボランティア続けて
います

地域野球リーグでへとへと

夏祭りで豪快に焼きそ
ば作り

五輪トライアスロン会場、お
台場の海を泳ぐ東京アク
アスロン大会に完走

小学校で餅つき大会

震災の年、区内小学校
に呼びかけ被災地にラ
ンドセルを送る

軟式野球連盟少年野球の
顧問を務めています

町会旅行で父親と

家庭に恵まれない子供たち
の施設運営が親子3代のライ
フワーク（進学祝い式）

児童虐待について大学にて講義、
講演も多数

特養老人ホーム施設長、ケアマネージャー
など福祉現場に２０年

被災地での教訓を港区
の防災に活かしました

高齢者施設で三味線
ボランティア

町会副会長として30年
ぶり神輿復活に尽力

予算１兆円超、東京都の後期高齢者広域医療
連合議会議長を１期務めました（池田議長、
荒川区長、品川区長）

消防団歴12年、地域の安全を守ります

慶應大学院ではスポーツ施策を専攻、
同窓会の三田会長として若者たちに講演

２０１５年３月２９日発行

港区議会自民党控室  港区芝公園１－５－２５

区政報告についてのご意見、区政への要望等をお聞かせください

！ FAX 03-5549-4157
mail:info@ikeda55.com

P  C  版 HP
港区自民党 HP

http://www.ikeda55.com
http://www.minato-jimin.com/

麻布小で港区初の人工芝を実現

震災直後、委員長として
港区防災基本条例を制定

夏休みはラジオ体操の
お兄さん

●六本木という日本有数の繁華街の安  
　全向上に独自のルール、 条例の制定を！
　(H22 決算)⇒六本木安全安心憲章制定の
　契機につながる

●介護サービスを自ら調べて理解でき
　る高齢者は少ない、 行政から手を差
　しのべる施策の確立を！ (H22 決算 )⇒高
　齢者を巡回するふれあい相談員の充実
　につながる

●発達障害児の早期療育を期す発達支
　援センターの早期確立を！ (H22 決算 )⇒
　発達支援センター機能の確立につな
　がる

●ドッグランを区内中心部に早期成立を！ (H22 決算)⇒区は芝公園
　１５号地での設立を可能にする規定を整備

●高齢者の介護を支援をするおむつ支給事業の充実を！(H25予算)

　⇒おむつのバリエーションを拡大へ

●食べ物こそ子供を育む。 総合教育としての食育の推進を！
　(H25 予算)⇒全区的な取り組みとすると表明

●インターネットの危険から子供たちを守れ！ (H25 予算 )⇒区は徹
　底的な防止策を講じると表明

●介護する家族の支援を徹底して行え！ (H25 予算)⇒平成２６年度、
　家族の悩みにも気軽に寄り添える認知症カフェ「オレンジカ
　フェ」 が設置

●尊厳豊かな老後にあってはならない高齢者の自殺を根絶せよ！
　(H25 予算)⇒保健所と連携しながら対策を進めると表明

●区立中学の魅力をさらに高め、 進学率を向上させる努力を
　(H25 予算 )⇒理科教育も含め、 今後とも地道に取り組んでいく
　と表明

●六本木など繁華街の特定区間での「歩行飲酒禁止条例」の検
　討を ! びん、缶、タバコ などを対象とするポイ捨て条例に、効
　き目のある「罰則規定」を ! 渋滞を引き起こし、酔客の溜まり
　場となっている六本木外苑東通りの工事スペースによる影響
　の軽減を !(H25 決算)⇒罰則規定設定は可能、今後の検討課題に。
　六本木の安全安心をさらに図ると表明。

●児童虐待根絶のために、港区子ども
　家庭支援センターの一層の組織強化を！
　(H2５決算)⇒平成２７年度より組織強化が
　実現

●障害者が地域で豊かに暮らせるための啓蒙活動の推進を！
　(H25 決算 )⇒心のバリアフリー推進事業等の事業をさらに推し進
　めていくと表明

●再開発を活用してスペースを創出す
　る福祉施策推進の仕組みを作り、新し
　い都心のまち創りを！ (H2５決算 )⇒要綱
　の見直しを含め調査検討を始めると
　表明

●消防団の操法大会訓練場所の確保に柔軟な発想で行政が支援
　を！ (H25 決算)⇒芝公園での訓練含め、団の意向をきいていくと表明

●港区の文化である音楽とプロ・アマミュージシャンに一層の支
　援を！ (H25 決算 )⇒電子系のスタジオ整備を含め、 港区の文化
　振興として支援をしていくと表明

●国際都市港区にふさわしい電柱類地中化の推進を！ (H25 決算 )

　⇒策定した計画が達成するよう進めていくと表明

●国際都市港区にふさわしい、 多様なスポーツ振興の推進を！
　(H25 決算)⇒３on３バスケットコート整備の促進、アメリカンフット
　 ボールの振興など多様なスポーツ振興を進めていくと表明

●指定管理者制度を進めるにあたり区のマネジメントを強化
　すべき！ (H25 代表 質疑)⇒モニタリングなど一層の制度の
　充実・改善に努めると表明

●地域社会の核たる町会・自治会等の支援を強化すべき！ (H25 代表質疑)

　⇒実行可能なものから速やかに実施をしていくと表明

●東京オリンピック・パラリンピックを前
　に広域的な観光行政の推進すべき！
　(H2５代表質疑)⇒近隣自治体や東京都と協議を
　進め、一層の連携の強化を図っていくと表明。
　自民党議員団が主張していた観光政策課設置へ。

●業種の垣根、地域の垣根を超え柔軟な中小企業支援策を講じて欲しいと思う　
　がどうか！ (H25 代表質疑)⇒各自治体の地域産業の特性などを生かした効果的
　な支援を実施していくと表明。

●東京オリンピック ・ パラリンピックにおける港区の役割をどう自覚し、 実行
　していくのか！ (H25 代表質疑)⇒港区の魅力を高め、 世界に発信するとともに、
　全長一丸となり 「安全で安心できるまち港区」 を実現すると表明。

●消防団支援をさらに強化すべき！ (H25 代表質疑)⇒４消防団の要望を踏まえて、
　今後とも装備 ・ 被服の充実に努める。啓発活動についても消防署と連携　
　し積極的に取り組んでいくと表明。

●区と地域を繋ぐ区立学校の学校支援地域本部を早期に設立すべき！ (H25 代

　表質疑 )⇒教員の負担軽減を目的に、 地域の人材を活かした学校を支援す
　る仕組みを作る。 また、 地域の実情、ＰＴＡの活動状況にも違いがあるの
　で、 学校を取り巻く地域の実情の違いにも十分配慮をしていく と表明。

●発達障害児童の対応は地域資源との連携及び強化が必要！ (H25 代表質疑)

　⇒今後は相談できる場の確保、 専門職の充実、 ネットワーク作りに努め
　ていくと表明。 平成２６年度より相談場所設置。

●生活困窮者支援の拠点として、 ワンストップ型の相談窓口を設置すべ
　き！ (H25 代表質疑 )⇒平成２６年度、 ワンストップ型の窓口を麻布総合支所
　に設置。

●がん患者と家族の支援についてターミナルケアの支援についてどのよ
　うに進めていくのか！ (H25 代表質疑)⇒必要な知識 ・ 技術の向上と相互
　理解の促進をはかっていくと表明。

●特別養護老人ホームは介護サービスにおいて絶対に必要なサービス
　だと私は施設長を長年務めたことからも身にしみて理解している。
　まず取り組むべきは介護需要に合わせた既存施設の増床の可能性の
　検討だ！ (H25 代表質疑)⇒区立特養ホームありすの杜で１８床増床へ

主な発言、提言
（⇒答弁および区議会全体で取り組んできた成果）

都内98消防団の代
表が防災への思い
を競う意見発表会
で準優勝

祭礼役員として氷川山車
を引く

地域行事でパン食い
競争

都心こそ文化活動で地
域活性！趣味は曲作り
とバンドです

六本木交差点付近、
通学安全ボランティア

ライオンズクラブキャビ
ネット委員として障害者
の方々を継続支援

諸活動
ファイル

10年目のボランティア、小
中学生と「みなとキャンプ」

池
田
こ
う
じ
の
二
期
目
、こ
の
四
年
を
統
括


